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本月報では、上記のシンポジウム発表に基づく論文に加えて、Laura De Giorgi（Department of 
Asian and Northern African Studies, Ca’ Foscari University, Italy）への依頼原稿「アントニオーニ
の『中国』をめぐるイタリアでの論争―美学・政治・イデオロギー」および土屋昌明（専修大
学）の論文「日本人から見た『中国』」が増補されている。 
本月報の研究成果は、上述の共同研究の方法と問題意識に基づき、西欧と中国と日本という
三つの地域間の往還を明確に意識し、また表象文化研究と現代史研究を具体的に融合したもの
となっている点で、従来の当該分野の研究とは異なる新しい視点を打ち出すものと考えている。
大方の御叱正を賜れば幸いである。 
最後になるが、本シンポジウムで通訳を担当して下さった小川都氏（専修大学非常勤講師）、
日本語字幕とイタリア語ナレーションの照合をして下さったイラリア・シニョリーニ飯田氏を
はじめ、ご協力下さった各位にこの場を借りて感謝を表したい。 
